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　金銀の比率は1：40であるo　－

　　　　　　　9．結論
　上記の調査の結果により次の結論をえた。

a）調査地域の基盤をなす岩石は，第三紀湯ケ島統に

属する安山岩類6粗粒玄武岩であり，．NS系の火肉活動

に支配され，さらにこれに起因する第酉紀火山活動．もみ

られるo，　　　　・・，　　　　　　　　　　　　　　　噸．

　b）緑色岩類は鉱化作用前のプロピライト化作那にょ

り特徴づけら池，鉱脈は主としてこの中に胚胎するσ

　c）、清越鉢山の鉱床は粗拉玄武岩および基性安山岩中

にあり」その走向傾斜は：N30。E，70。ヴ80♀旱また嫡W

を示す。

　d）母岩の変質は下記の通りであり，南部では珪化作

用，北部では粘土化作用が著しい。

プロピラィト．化作用

珪化作用

粘土化作用

明馨石化作用

炭酸塩類化作用

（昭和27年2月調査）
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　　　　　　　　緒，言
今回の調査は，その期日少なく，かつ積雪があつたた

め）概査の程度に絡るも止むなきに至つた。しかし鉱床

の特性を把握したのでこれを念頭におき，探鉱開発する

時は現在の鉱床程度のものを，なお数坑把握しうると思

　　　　　　1．位置および交通
　ζの鉱床は岩手縣下閉伊郡豊間根村穴乳山國有林地丙

串1元所員

にあワ，鉱区番号岩・採・登第446，第450である。，

　釜石線豊間根駅の南酉13kmに鉱山があ，り・この間一

営林軌道がある。1日1往復，牽引能力1．5t×5台。、『

　　　　　　2．沿革および現況
　昭和16年から相川安之助が開発に努力し，昭和18，19

年には月産500tを出した。昭和19年朝鮮報國鉱業会

祉所有となり1昭和20年休山したが，23年批名を大李

産業と改め再開した。昭和25年11月，日本精鉱の子会

肚大谷鉱由株式会批の所有となり，現在月謹190ち品位

37％，人員30名である。・

　　　　　　3．地形および地質
　この附近は北上山脈の1部に当り，水呑場山く§4徴n），

鳥古森（859m）の東西を占め，暦面的に解析され，地

形は急峻で平地に乏しいo豊間根川り支流ネコエ沢およ

・びオソノヒラ沢は，東西陸の傾向を有し東に洗れて．い

るoP、

　この地域を構成する地質は，いわゆる古生暦に属し，

粉岩によつて貫かれるo

　古生層

　古生層を便宜上下部からA，B，C，D，E，Fめ6層に

分ける。各層は互いに整合開係を保ち，この間に不連続

面がみられない6
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岩手騰谷噸山マン，ガ礪床確鱗，（麟三郎）
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岩手縣大谷山鉱山マンガン鉱床調査報告　（編井三郎）
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　A暦はこの地域の古生層の下限に当

り，主として粘板岩からなるQその厚さ

は60m以上あるo

　B暦は主として角岩からなり，A，C

層との境は明らかで，その厚さは10’》

20mある。
　C層は粘板岩と角岩薄層の互暦で稀に

，石炭岩の小團塊を胚胎することがある。

その厚さは60《’120mであるo

　D暦は主として粘板岩からなり，角岩

の薄暦またはレソズを挾むマyガン鉱床

の優勢なものは，この地暦中に胚胎して

いるoこの暦の厚さは5神20mあるo

　E層は角岩の厚暦からなり稀に石友岩

の小團塊を持つことがある。ごの層はこ

の地域の山脈の唾および嶺を占め，広大

な発布を示しているが，層問，横臥摺曲

をなすことが多く・実際の厚さは50m．

内外のものであろうo

　F層は主として粘板岩からなり，石友

岩を挾む。その厚さは20m以上である。

　紛岩
　古生層を貫いて粉岩の岩脈がみられ

る。粉岩は結晶の細かなものが多く，斑

晶の肉眼で明瞭にみられるものは比較的

少ない。そのトレソドは南北または，北

西，南東であり，マソギン鉱床を明らか

に切断している。犬滝の沢，ネコエ沢，

出合附近には班岩の相当大きな露出がみ

られる。

　　　　4．地質構一造
　A，B，C，D，E，Fの連続した堆積暦　・

は，南北あるいは北西，南東方向の走向を

持ち，西または東に40・》70。傾斜して，い

わゆる波状摺曲をなす。これを犬きくみ

ると，波1伏摺曲をなしつつ，，全体として

北西，南東走行を有し，西に緩斜してい

る。これを貫いて，東西および北西，南

東の小断暦が発蓬している。東西方向の

ものが古く，南北方向のものは新しい。

　　　　5．鉱床
　々ソガン鉱床の成因については，種々

な読があるが，この地域のマソガン鉱床

はその型態および潜在の位置からみて鉱

暦と考える方が便利である。

　次にこのマソ方ソ鉱床の特性を挙げ
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　　　　　　　　　　　　　　　o畷る0

　1．鉱床はD暦の下部に胚胎し，外の暦位にくるこ

とがない0

　2．鉱床はレンズ験をなして，D暦下限の角岩とそ

の上位なる粘板岩との間にあり，この粘板岩の上にはE

暦角岩の厚暦がのっている◎

　3．この鉱暦は前記暦位の上にくるが連続しているの

ではなく，レンズ状のものが断続して散在するのであ

るQ

　4』甲いま迄に掘られた鉱層1のレンズの最大なものは，

30×20m2大のもので，一般にその中心が厚く，最大2

mに達し，かつこのところの品位もまた最もよいb

　5．かかる富鉱部は，一般にD層が緩やかに摺曲し

（5。以内），ドーム状をなすところに多い。時にはドー

ムに続く緩い向斜の中心がよくなることもある。

　6．鉱暦は東西性の正断層によつて切断され轄位する

ことがある。また北西南東正断暦によつても韓位する。

前者は古く，後者は新しい。

　7．鉱床は南北または北西，南東の方向の班岩脈によ

つて貫通せられるが，これによつて鉱暦が轄位すること

はないo

　餐坑道の展開図により鉱暦潜在の穣相を図示した。そ

れンとよつてこの7つの特徴が読明される筈である。

　　　　　　　6．品位および埋藏量
　この鉱暦のマソガン鉱石は炭酸マソガンに属し，黒色・

褐色・紫色・紅色・白色等のものがあるが，そのうち褐

，色（栗色）で堵重の大な登ものは最も品位良好で，40％

程度である。しかし大部分のものは34％程度で，これ

を選鉱して37％に上げているo

　このほかにトラマソガンと称し，炭酸マソガソと角岩

との1cm以下の薄暦が互暦しているものがみられる

が，その多くは品位低く，句稼贋値のあるものは少な

い。埋藏量はこの概査ではこれを計算する域に達してい

ない占

　　　　　　　7．結論および意見・

　この鉱床はこの地域の古生暦中，D層の中に胚胎し・

一懸鉱層の姿をなしているoしたがつて鉱床の項で述べ

た特性によつて，今後の探鉱はこの層準で傾斜が緩く，

ドーム状をなすところを選んで探鉱開発すべき’である。

　從来の操掘跡をみるに，露頭より入り，鉱層が断層ま

たは紛岩脈によつて断絶したところで鉱層がなくなつた

ものと思い，採掘を中止していることが多いらしい。し

かしこ』の地域の断層は落差がせいぜい10m以内の小ざ

な正断層に過ぎず，また班岩脈によつては，鉱暦が轄位

することがないから，これらを考えて次の鉱暦を探るこ

とができる。

　要するに大谷山鉱山の々ソガン鉱床は，まだ採掘の初

期にあるから，この鉱層の特性を充分に理解し探鉱すれ

ば今後大いに期待を持つてるものと思う。

　　　　　　　　　　　　　（昭和26年12月調査〉
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